
令和 8年 ４月３０日 
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「夏
なつ

も近
ちか

づく八
はち

十
じゅう

八
はち

夜
や

♪」という茶
ちゃ

摘
つ

み歌
うた

を 

ご存
ぞん

じですか？ 八
はち

十
じゅう

八
はち

夜
や

は、立
りっ

春
しゅん

から数
かぞ

えて 

８８日
にち

目
め

のことで、今年
こ と し

は５月
がつ

２日
ふ つ か

です。この 

時
じ

期
き

から畑
はたけ

に霜
しも

が降
お

りる心
しん

配
ぱい

がなくなるので、 

農
のう

家
か

では茶
ちゃ

摘
つ

みや稲
いね

の種
たね

まきなどを始
はじ

める目
め

安
やす

の日
ひ

とされていました。また 

「八
はち

十
じゅう

八
はち

」の文字
も じ

を組
く

み合
あ

わせると「米
こめ

」という漢
かん

字
じ

になることなどから、 

農
のう

作
さ

業
ぎょう

を始
はじ

めるのに縁
えん

起
ぎ

のいい日
ひ

とも言
い

われています。 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
しん

年
ねん

度
ど

が始
はじ

まり、早
はや

くもひと月
つき

が過
す

ぎようとしています。5月
がつ

は 1年
ねん

の中
なか

でも比
ひ

較
かく

的
てき

過
す

ごし

やすい時
じ

期
き

でしたが、近
きん

年
ねん

では真
ま

夏
なつ

日
び

を記
き

録
ろく

する日
ひ

も多
おお

くなってきました。本
ほん

格
かく

的
てき

な夏
なつ

が到
とう

来
らい

する前
まえ

に、暑
あつ

さに強
つよ

い体
からだ

を作
つく

っていきましょう。 

新
あたら

しいクラスでの準
じゅん

備
び

・片
かた

付
づ

けは慣
な

れてきましたか。慣
な

れてきている分
ぶん

、お皿
さら

を乱暴
らんぼう

に片
かた

づけ

たり、スプーン・フォークを曲
ま

げてみたりしていないですか。給
きゅう

食
しょく

で使
つか

っている物
もの

は、１年
ねん

生
せい

から

6年
ねん

生
せい

・先
せん

生
せい

、みんなで使
つか

う物
もの

です。お皿
さら

は乱
らん

暴
ぼう

に使
つか

うと割
わ

れてしまい、大
おお

きなけがにつながり

ます。また盛
もり

付
つけ

している時
とき

にしっかり前
まえ

を向
む

いていないと、こぼしてやけどの原
げん

因
いん

にもなります。

急
いそ

いで準
じゅん

備
び

をすることも大
たい

切
せつ

ですが、落
お

ち着
つ

いて準
じゅん

備
び

・片
かた

付
づ

けをしましょう。 

５月
がつ

給 食
きゅうしょく

目標
もくひょう

 

準
じゅん

備
び

・片
かた

付
づ

けをていねいにしよう！ 

「５月
がつ

病
びょう

」という言
こと

葉
ば

があるように、新
しん

生
せい

活
かつ

の疲
つか

れがでて体
たい

調
ちょう

を崩
くず

しやすくなります。 

新
あたら

しい環
かん

境
きょう

への疲
つか

れも出
で

てくるころのため、食
しょく

事
じ

・睡
すい

眠
みん

・運
うん

動
どう

の３つを意
い

識
しき

してみましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月
がつ

は運
うん

動
どう

会
かい

があります。運
うん

動
どう

会
かい

で力
ちから

を出
だ

すためには、給
きゅう

食
しょく

を残
のこ

さず食
た

べる

ことが一
いち

番
ばん

です。給
きゅう

食
しょく

の献
こん

立
だて

は、国
くに

が定
さだ

める基
き

準
じゅん

にもとづいて栄
えい

養
よう

たっぷりに

なるようにと、栄
えい

養
よう

士
し

が作成
さくせい

しています。残
のこ

さず食
た

べることで、必
ひつ

要
よう

な栄
えい

養
よう

をしっかり

取
と

ることができるので、食
た

べられる人
ひと

は盛
も

りつけられた量
りょう

を食
た

べるようにして、

暑
あつ

さに強
つよ

い体
からだ

を作
つく

りましょう。 

また、苦
にが

手
て

な食
た

べ物
もの

があったり、食
た

べられる量
りょう

が少
すく

なかったりと給
きゅう

食
しょく

を食
た

べる

ことに不安
ふあん

を感
かん

じている人
ひと

は無理
む り

をしなくて良
よ

いので、いただきますの前
まえ

に担任
たんにん

の

先生
せんせい

に減
へ

らしてもらいましょう。ただ、どんな味
あじ

なのかという 

ことを知
し

ってほしいので、一口
ひとくち

は食
た

べてくれると嬉
うれ

しいです。 

五月
さつき

晴
ば

れの空
そら

に鯉
こい

のぼりが元
げん

気
き

よく泳
およ

ぐ姿
すがた

を目
め

にする季
き

節
せつ

になりました。５月
がつ

５日
いつか

の「端
たん

午
ご

の

節
せっ

句
く

」は男
おとこ

の子
こ

の健
すこ

やかな成
せい

長
ちょう

を願
ねが

ってお祝
いわ

いをする伝
でん

統
とう

行
ぎょう

事
じ

です。端
たん

午
ご

の節
せっ

句
く

に食
た

べる

行
ぎょう

事
じ

食
しょく

といえば「かしわもち」と「ちまき」が代
だい

表
ひょう

的
てき

ですが、他
ほか

にも地
ち

域
いき

によってさまざまな

お菓
か

子
し

が親
した

しまれています。 

５月
がつ

５日
いつか

は「端
たん

午
ご

の節
せっ

句
く

」とは別
べつ

に、国
こく

民
みん

の 祝
しゅく

日
じつ

「こどもの日
ひ

」

でもあります。こどもの日
ひ

は、男
だん

女
じょ

関
かん

係
けい

なく「こどもの人
じん

格
かく

を重
おも

んじ 

こどもの幸
こう

福
ふく

をはかるとともに、母
はは

に感
かん

謝
しゃ

する」日
ひ

とされています。 

【お誕
たん

生
じょう

日
び

給
きゅう

食
しょく

について】 

４月
がつ

２７日
にち

にtetoruにてお知
し

らせしましたが、誕
たん

生
じょう

月
づき

の児
じ

童
どう

のみ、その日
ひ

のエネルギーが 著
いちじる

しく

上
あ

がってしまうこと、また、体 調
たいちょう

不良
ふりょう

等
など

で欠
けっ

席
せき

した場
ば

合
あい

の対応
たいおう

等
とう

について課
か

題
だい

が見
み

受
う

けられました

ので、通
つう

常
じょう

の 給
きゅう

食
しょく

にケーキを組
く

み込
こ

んだ献
こん

立
だて

に変
へん

更
こう

いたします。また、お誕
たん

生
じょう

日
び

給
きゅう

食
しょく

の日
ひ

には、

たまごや牛
ぎゅう

乳
にゅう

を使
し

用
よう

しないケーキを提
てい

供
きょう

します。 


